
 
 

施設整備事業の事後評価結果 
（平成２３年度事後評価分） 

 

 

１ 今回の委員会での評価対象事業 

（１）機構の施設整備事業（いわゆるハード事業）については、施設整備の完了後３年又

は５年を経過した年の翌年度に、費用対効果分析の結果をもって事後評価することと

している。 

（２）平成１９年度に実施した施設整備３事業（１８件）及び平成１７年度に実施した施

設整備２事業（３６件）の計５事業（５４件）について、費用対効果分析により事後

評価の対象となった。 

このうち、平成１７年度に実施した２事業（２件）については、口蹄疫の影響によ

り事業の対象として導入した家畜を殺処分し、事後評価を実施することが困難となっ

たため評価の対象から除き、５事業（５２件）について事後評価を実施した。今回の

委員会において事業評価の結果を報告し、ご意見を伺う。 

 

  【具体的事業の内訳】 

事 業 名 施設数(件) 

食肉流通合理化総合対策事業 ９ 

畜産環境緊急特別対策事業 ８ 

乳業再編整備等対策事業 １ 

地域肉用牛振興対策事業 ２４ 

低コスト肉用牛生産特別対策事業 １０ 

計 ５２ 

※ 環境・衛生関連事業等の費用対効果分析になじまない事業については、 

コスト分析手法により評価を行う。 

 

２ 評価結果 

（１）施設整備の完了後３年後に事後評価の対象となった３事業（１８件）について、投

資効果が「１」以下となったものは、乳業再編整備対策事業の１件であった。 

理由は、生乳需給のひっ迫により処理乳量が計画を下回ったことである。 

（２）施設整備の完了後５年目に事後評価の対象となった２事業（３４件）については、

計画時に比べて配合飼料価格の上昇や子牛価格の低迷が著しいことから、その影響を

補正した上で投資効率を算定した。その結果、投資効果が「１」以下となったものは

１２件であった。 

理由は、経営収支の悪化や農家の生産技術不足から繁殖雌牛の増頭が進まなかった

ことなどである。 

（３）投資効果が「１」以下となったものについては、関係者の連携及び利用率の改善の

ため、文書による指導を行った。また、地域肉用牛振興対策事業については、ヒアリ

ングを早期に行い、十分な事業実施期間を確保することとした。 

資料４ 

- 1 -



 
 

 

【事後評価結果一覧】 

事 業 名 
件数 

（施設数）

投資効率が１以下と

なった施設の割合 

計画時の投資効率に

比べ、実績値による投

資効率が▲２０％以上

乖離している施設 

平成１９年度事業（３年目に事後評価を実施） 

食肉流通合理化総合対策事業 ９ 
０％ 

（０／９件） 

４４％ 

（４／９件） 

畜産環境緊急特別対策事業 ８ 
０％ 

（０／８件） 

０％ 

（０／８件） 

乳業再編整備等対策事業 １ 
１００％ 

（１／１件） 

１００％ 

（１／１件） 

計１８   

平成１７年度事業（５年目に事後評価を実施） 

地域肉用牛振興対策事業（補正

後） 
２４ 

３８％ 

（９／２４件） 

８８％ 

（２１／２４件） 

低コスト肉用牛生産特別対策事

業（補正後） 
10 

３０％ 

（３／１０件） 

７０％ 

（７／１０件） 

計３４     

合計（補正後） ５２ 
２５％ 

（１３／５２件） 

 

注１：投資効率＝｛（年総効果額÷還元率）－廃用損失額｝÷総事業費 

注２：当委員会の議論を踏まえ、地域肉用牛振興対策事業及び低コスト肉用牛生産特別対

策事業については、配合飼料価格の高騰及び子牛価格の低迷の影響を考慮して補正。 
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%

0
.2

4
-
8
0
.3

%

(1
.0

6
)

-
1
3
.1

%

0
.3

5
-
7
1
.0

%

(0
.7

6
)

-
3
6
.2

%

0
.0

5
-
9
7
.0

%

(1
.0

1
)

-
3
8
.5

%

事
　

後
　

評
　

価
　

の
　

実
　

施
　

状
　

況

畜
産

経
営

対
策

部

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　
業
　
計
　
画
　
時
（
1
7
年
度
）

実
績
値
（
2
2
年
度
 
 
注
※
）

2
0
%
以

上
の

乖
離

乖
離

の
要

因

1
畜

舎
等

1
0

3
3
,3

2
6

1
1
,1

5
7

0
.1

8
0
2

○
・
繁

殖
雌

牛
の

生
産

・
導

入
頭

数
が

計
画

を
下

回
る

。
・
子

牛
の

事
故

率
の

増
加

・
飼

料
費

の
増

加
2
2
,2

6
8

8
3
8

0

2
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

2
3

3
9
,2

4
7

0
0
.1

9
4
5

1
.7

2

（
社

）
岩

手
県

農
業

公
社

0
0
.1

1
9
4

○
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
後

継
牛

保
留

頭
数

の
拡

大
に

よ
る

出
荷

頭
数

の
減

少
・
飼

料
費

の
増

加

3
西

邑
楽

農
協

畜
舎

等
2
0

1
1
,0

5
0

0
0
.1

3
6
7

2
.0

6
4
1
,3

1
2

1
8
7

1
,6

5
4

0
0
.1

6
2
6

○
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

1
8
,5

8
5

3
,6

2
5

0
0
.1

5
8
8

1
.2

3
2
0
,2

0
0

0
0
.1

1
6
7

○
・
子

牛
生

産
頭

数
が

減
少

・
繁

殖
素

牛
の

高
騰

に
よ

り
素

牛
導

入
費

が
増

加
2
0
,6

1
7

2
,9

5
5

5
鳥

取
西

部
農

協
畜

舎
等

3
0

3
,4

4
3

0
0
.1

1
2
5

1
.6

2
4

東
美

濃
農

協
畜

舎
等

1
0

1
8
,8

6
9

4
,8

8
3

0
0
.1

0
7
3

○
飼

料
費

の
増

加
4
6
,5

7
2

7
,0

2
7

0
0
.1

1
4
5

1
.3

2
4
8
,2

6
0

0
0
.0

9
7
4

○
・
資

金
繰

り
等

を
勘

案
し

繁
殖

雌
牛

の
導

入
を

抑
制

し
た

こ
と

に
よ

る
子

牛
生

産
率

の
低

下
・
飼

料
費

の
増

加

7
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

1
0

2
,4

6
6

0
0
.0

9
7
5

1
.1

2
2
2
,4

8
8

8
6

6
石

見
銀

山
農

協
畜

舎
等

7
2
2
,4

9
6

1
,1

7
0

0
0
.1

5
0
8

○
・
繁

殖
雌

牛
の

保
留

頭
数

の
減

少
・
子

牛
生

産
頭

数
の

減
少

・
飼

料
費

の
増

加
1
1
,3

2
5

2
,5

6
8

0
0
.1

4
7
3

1
.5

4
1
1
,8

2
2

0
0
.1

7
0
7

○
母

親
の

看
病

の
た

め
畜

舎
の

管
理

に
十

分
な

時
間

を
と

れ
ず

9
な

が
さ

き
西

海
農

協
（
福

川
）

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
9

1
,7

5
4

0
0
.1

6
7
7

1
.2

0
9
,0

6
5

5
3

8
畜

舎
等

1
0

8
,7

1
2

2
,0

1
8

0
0
.1

0
7
4

○
子

牛
の

事
故

率
の

増
加

2
7
,7

0
8

3
,5

6
1

0
0
.1

0
8
5

1
.1

8
2
6
,8

6
0

0
0
.1

1
0
5

○
・
子

牛
の

事
故

率
の

増
加

・
飼

料
費

の
増

加

1
1

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5

3
,2

3
5

0
0
.1

0
7
3

1
.2

2
2
3
,3

0
3

3
4
9

1
0

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
1
0

2
4
,7

1
7

2
,6

0
4

0
0
.1

0
2
0

―
―

2
0
,3

7
9

3
,2

1
4

0
0
.0

9
6
8

1
.6

3
1
9
,4

6
8

0
0
.1

2
0
8

○
・
増

頭
に

伴
う

導
入

経
費

の
増

加
・
飼

料
費

の
増

加
1
,3

8
7

1
3

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
7

1
,9

9
1

0
0
.1

1
7
6

1
.1

7
1
3
,2

5
7

1
2

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
8

1
4
,4

4
3

4
2
8

0
0
.1

2
3
6

○
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

1
4
,3

1
9

1
,9

6
8

0
0
.1

1
2
5

1
.2

2
1
4
,3

8
3

0
0
.1

1
3
3

○
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
飼

料
費

の
増

加
・
繁

殖
雌

牛
の

廃
用

、
受

胎
の

遅
延

1
5

菊
池

地
域

農
協

畜
舎

等
3
0

2
,0

6
1

0
0
.1

0
8
8

1
.1

9
1
5
,9

8
9

6
2
6

1
4

壱
岐

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
5

1
5
,8

9
1

2
2
8

0
0
.1

7
5
6

○
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
飼

料
費

の
増

加
2
3
,4

2
7

6
,5

0
5

0
0
.1

6
9
8

1
.6

4
2
6
,2

1
2

東
宇

和
農

協

ご
と

う
農

協
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乖
離

施
設
等

導
入
頭
数

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

状
況

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　
業
　
計
　
画
　
時
（
1
7
年
度
）

実
績
値
（
2
2
年
度
 
 
注
※
）

2
0
%
以

上
の

乖
離

乖
離

の
要

因

0
.0

7
-
9
6
.5

%

(0
.0

7
)

-
9
6
.5

%

1
.6

1
3
.1

%

(3
.2

1
)

1
0
5
.4

%

1
.5

4
0
.1

%

(3
.3

1
)

1
1
4
.6

%

0
.0

3
-
9
8
.1

%

(0
.1

5
)

-
9
0
.4

%

0
.4

7
-
6
9
.1

%

(1
.3

9
)

-
8
.6

%

0
.0

9
-
9
1
.9

%

(0
.5

7
)

-
5
0
.0

%

1
.1

7
-
2
1
.3

%

(2
.2

5
)

5
1
.6

%

0
.3

6
-
6
9
.5

%

(1
.1

3
)

-
3
.9

%

0
.9

8
-
2
8
.9

%

(1
.8

3
)

3
2
.3

%

改
善

事
項

注
　
１

事
業

内
容

運
用

方
法

審
査

方
法

・
基

準
注
　
３

費
用

対
効

果
分

析
手

法

指
導

方
法

等
注
　
４

投
資

効
率

の
実

績
値

の
う

ち
、

網
掛

け
の

数
値

は
、

補
正

後
の

評
価

結
果

が
計

画
を

下
回

っ
て

い
る

者

注
　
５

0
0
.2

2
4
7

○
・
繁

殖
雌

牛
の

生
産

・
導

入
頭

数
が

計
画

を
下

回
る

。
・
子

牛
出

荷
頭

数
の

低
下

・
飼

料
費

の
増

加

1
7

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
1
0

6
,9

0
2

0
0
.2

2
4
6

1
.8

4
1
5
,9

5
9

2
3
4

1
6

苓
北

町
農

協
畜

舎
等

2
5

1
6
,6

6
6

5
,1

4
5

0
0
.1

1
0
9

―
―

2
8
,7

5
7

4
,8

0
4

0
0
.1

0
7
0

1
.5

6
2
8
,8

2
7

1
9

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
4
0

3
,3

5
2

0
0
.1

0
3
2

1
.5

4
2
1
,4

3
8

3
,5

9
4

1
8

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
6

2
1
,0

7
6

○
・
飼

料
費

の
増

加
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
子

牛
の

事
故

率
の

増
加

4
5
,0

6
4

0
0
.1

0
8
6

―
―

1
9
7

0
0
.1

4
7
6

0
0
.1

4
7
1

○
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
飼

料
費

の
増

加

9
,5

3
9

0
0
.1

4
0
7

1
.5

0
4
6
,1

8
7

2
0

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
4
0

4
4
,4

2
4

2
2

あ
い

ら
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

2
5

1
7
,2

4
7

0
0
.1

4
8
7

1
.1

5
2
1

か
ご

し
ま

中
央

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
1
0
0

4
5
,9

5
1

7
,7

2
4

0
0
.1

1
3
4

1
.4

8
4
3
,3

3
1

1
.5

2
4
7
,1

9
0

3
,2

7
0

0
0
.1

5
1
6

○
・
子

牛
販

売
価

格
の

低
迷

・
飼

料
費

の
増

加
1
0
7
,2

3
4

1
,5

1
9

9
,5

7
5

0
0
.1

4
1
5

2
4

種
子

屋
久

農
協

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
5

7
,6

8
7

0
0
.1

2
7
9

1
.1

8
2
3

そ
お

鹿
児

島
農

協
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

4
0

5
0
,9

4
3

1
5
,5

7
7

3
,8

2
7

0
0
.1

7
8
0

1
.3

8
1
7
,9

1
4

0
0
.1

4
0
8

○
飼

料
費

の
増

加
5
4
,6

0
7

2
,7

6
6

3
,2

6
0

0

日
向

農
協

は
ま

ゆ
う

農
協

関
係

者
間

の
連

携
及

び
新

規
参

入
者

へ
の

計
画

的
指

導
の

実
施

に
つ

い
て

、
文

書
に

よ
り

指
導

2
0
%
以
上
の
乖
離
及
び
乖
離
の
要
因
に
つ
い
て
は
補
正
前
の
数
値
に
よ
る
。

注
　
２

改
　

善
　

点
　

の
　

具
　

体
　

的
　

な
　

内
　

容
投
資
効
率
が
1
.
0
を
下
回
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
正
を
行
い
下
段
に
（
　
）
と
し
た
。

―
補
正
値
に
つ
い
て
は
、
肉
牛
価
格
等
の
数
値
に
係
る
1
7
年
度
か
ら
2
2
年
度
へ
の
変
動
率
を
農
林
水
産
省
等
の
統
計
を

参
考
に
算
出
し
、
2
2
年
度
の
数
値
に
乗
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
算
出
し
た
。

ヒ
ア

リ
ン

グ
の

早
期

化
に

よ
る

十
分

な
事

業
実

施
期

間
の

確
保

―
地
域
肉
用
牛
振
興
対
策
事
業
（
新
規
参
入
円
滑
化
対
策
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
新
規
参
入
者
の
促
進
を
図
る
た
め
、

牛
舎
等
の
施
設
整
備
及
び
繁
殖
雌
牛
を
導
入
す
る
事
業
内
容
で
あ
り
、
５
年
間
を
実
施
期
間
と
し
、
５
年
後
に
投
資

効
率
が
１
.
0
を
上
回
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

―

0
.1

8
5
3

○
・
経

営
収

支
の

把
握

不
足

・
飼

養
管

理
不

足

1
0
0
,9

4
1

6
,0

5
0

0
0
.1

1
9
7

○
・
繁

殖
素

牛
の

導
入

に
よ

る
家

畜
購

入
費

の
増

加
・
飼

料
費

の
増

加
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（
千
円
）

事
 業

 名
低

コ
ス

ト
肉

用
牛

生
産

特
別

対
策

事
業

（
低

コ
ス

ト
肉

用
牛

生
産

実
証

展
示

事
業

）
担

当
部

乖
離

総
事

業
費

年
総

効
果

額
廃

用
損

失
額

還
元

率
投

資
効

率
総

事
業

費
年

総
効

果
額

廃
用

損
失

額
還

元
率

投
資

効
率

状
況

0
.0

0
-
1
0
0
.0

%

(0
.0

1
)

-
9
9
.1

%

1
.9

6
1
3
.7

%

(5
.0

2
)

1
9
1
.7

%

0
.2

9
-
8
4
.1

%

(2
.4

5
)

3
3
.9

%

7
.8

5
4
1
3
.6

%

(1
1
.9

9
)

6
8
4
.1

%

0
.5

5
-
5
7
.7

%

(3
.4

3
)

1
6
2
.6

%

4
.8

2
2
2
7
.4

%

(1
4
.4

3
)

8
8
0
.2

%

0
.0

2
-
9
8
.3

%

(0
.0

3
)

-
9
7
.7

%

0
.0

0
-
1
0
0
.0

%

(0
.0

0
)

-
1
0
0
.0

%

0
.2

9
-
7
7
.4

%

(1
.2

6
)

-
1
.8

%

0
.1

9
-
8
7
.4

%

(2
.0

0
)

3
4
.3

%

注
　

１
投

資
効

率
が

1
.
0
を

下
回

っ
た

も
の

に
つ

い
て

は
、

補
正

を
行

い
下

段
に

（
　

）
と

し
た

。

注
　

２

注
　

３

注
　

４
投

資
効

率
の

実
績

値
の

う
ち

、
網

掛
け

の
数

値
は

、
補

正
後

の
評

価
結

果
が

計
画

を
下

回
っ

て
い

る
者

注
　

５
2
0
%
以

上
の

乖
離

及
び

乖
離

の
要

因
に

つ
い

て
は

補
正

前
の

数
値

に
よ

る
。

事
　

後
　

評
　

価
　

の
　

実
　

施
　

状
　

況

畜
産

経
営

対
策

部

事
業

実
施

主
体

整
備

内
容

事
　

業
　

計
　

画
　

時
（

1
7
年

度
）

実
　

績
　

値
（

2
2
年

度
 
注

※
）

2
0
%
以

上
の

乖
離

乖
離

の
要

因

1
全

農
福

島
県

本
部

畜
舎

等
7
0
,6

0
5

7
,4

2
0

0
0
.0

9
5
9

・
導

入
の

偏
り

に
よ

る
出

荷
頭

数
の

減
少

・
飼

料
費

の
増

加
・
疫

病
発

生
に

よ
り

衛
生

費
の

増
加

6
5
,7

2
4

0
0

0
.0

9
6
8

○
1
.1

0

―
1
3
,0

9
4

3
,1

5
8

0
0
.1

2
3
3

―

1
.8

3
3

畜
舎

等
3
8
,6

1
2

6
,3

1
2

0
0
.0

8
9
2

1
.7

2
畜

舎
等

1
3
,8

9
3

3
,0

2
0

0
0
.1

2
6
4

た
じ

ま
農

協

2 4
勝

英
農

協
畜

舎
等

2
6
,6

7
0

3
,5

9
5

0
0
.0

8
8
1

2
9
,0

6
8

1
,5

7
9

0
0
.0

9
8
4

○

・
飼

料
費

の
増

加
・
家

畜
購

入
費

の
発

生
及

び
減

価
償

却
費

の
増

加
3
2
,4

1
1

8
5
8

0
0
.0

9
0
8

○

5
9

0
0
.0

9
1
0

○

6
防

府
と

く
ぢ

農
協

1
.3

1

―

5
阿

新
農

協
畜

舎
等

2
9
,6

6
6

4
,1

4
0

0
0
.1

0
6
8

1
.5

3
2
6
,6

7
0

1
8
,4

6
1

0
0
.0

8
8
1

―

・
飼

料
費

の
増

加
・
枝

肉
販

売
価

格
が

計
画

を
下

回
っ

た
。

―
畜

舎
等

1
2
,3

4
0

1
,6

4
5

0
0
.0

9
0
6

・
子

牛
の

販
売

価
格

の
低

迷
・
子

牛
出

荷
頭

数
の

低
下

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
2
8
,6

9
8

3
,5

3
8

0
0
.0

9
1
0

1
.4

7
1
1
,7

8
0

5
,3

2
1

0
0
.0

9
3
7

―

・
子

牛
の

販
売

価
格

の
低

迷
・
子

牛
出

荷
頭

数
の

低
下

2
8
,6

9
8

0
0

0
.1

0
1
6

○

・
子

牛
出

荷
頭

数
の

低
下

・
生

産
原

価
の

高
止

ま
り

2
0
,1

8
8

8
7
8

1
7
4
1

0
.1

1
5
8

○

8
畜

舎
等

9
畜

舎
、

堆
肥

舎
等

2
0
,1

8
8

3
,2

0
1

1
,7

4
1

0
.1

1
5
8

1
.6

1
3
2
,1

9
7

1
0

畜
舎

、
堆

肥
舎

等
8
,7

0
6

1
,2

1
3

2
,1

9
1

0
.0

8
0
0

1
.2

8

な
が

さ
き

西
海

農
協

2
8
,3

5
5

4
,6

3
6

0
0
.1

0
1
6

1
.3

6
7

改
善

事
項

改
　

善
　

点
　

の
　

具
　

体
　

的
　

な
　

内
　

容

事
業

内
容

平
成

１
８

年
度

を
も

っ
て

当
該

事
業

は
終

了
補

正
値

に
つ

い
て

は
、

肉
牛

価
格

等
の

数
値

に
係

る
1
7
年

度
か

ら
2
2
年

度
へ

の
変

動
率

を
農

林
水

産
省

等
の

統
計

を
参

考
に

算
出

し
、

2
2
年

度
の

数
値

に
乗

ず
る

こ
と

に
よ

り
、

算
出

し
た

。
運

用
方

法
―

・
子

牛
出

荷
頭

数
の

低
下

・
購

入
飼

料
費

の
増

加
1
.4

9
8
,7

0
6

3
0
7

2
1
9
1

0
.0

8
0
0

○

審
査

方
法

・
基

準
―

低
コ

ス
ト

肉
用

牛
生

産
特

別
対

策
事

業
（

低
コ

ス
ト

肉
用

牛
生

産
実

証
展

示
事

業
）

に
つ

い
て

は
、

低
コ

ス
ト

肉
用

牛
生

産
の

推
進

を
図

る
た

め
、

家
畜

飼
養

管
理

用
等

の
施

設
整

備
及

び
牧

草
地

の
整

備
等

を
実

施
す

る
事

業
内

容
で

あ
り

、
５

年
間

を
実

施
期

間
と

し
、

５
年

後
に

投
資

効
率

が
１

を
上

回
る

計
画

と
な

っ
て

い
る

。
費

用
対

効
果

分
析

手
法

―

指
導

方
法

等
改

善
策

を
提

出
さ

せ
る

中
で

今
後

取
り

組
む

べ
き

内
容

等
に

つ
い

て
指

導
を

実
施
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（
参
考
）
新
規
参
入
円
滑
化
等
対
策
事

業
に
お
け
る
採
択
時
の
審
査
及
び
採
択
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
 

 

 

時
期
 

 

 

内
容
 

 

２
３
年
度
の
実
施
状
況
 

 

備
考
 

採
択
時
 

・
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
次
の
項
目
を

確
認
（
都
道
府
県
、
農
協
等
）
 

→
事
業
の
内
容
（
施
設
の
整
備
、
繁
殖
雌
牛
の
導
入
）
 

→
新
規
参
入
者
の
要
件
（
技
術
水
準
、
研
修
内
容
）
 

→
費
用
対
効
果
分
析
（
５
年
後
の
経
営
収
支
計
画
額
を
基
に
算
定
）

→
農
協
等
に
よ
る
指
導
・
支
援
体
制
 

長
崎
県
ほ
か
２
県
（
６
新
規
参
入
者
）

に
つ

い
て

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

内
容

を
精

査
し

た
上

で
、

事
業

を
採

択
 

   １
７
年
度
か
ら
全
件
対
象
 

２
２
年
度
か
ら
確
認
項
目
に
追
加
 

１
年
後
 

・
施
設
の
利
用
状
況
等
の
報
告

 
２

１
年

度
採

択
分

の
利

用
状

況
等

を

確
認
 

 

２
年
後
 

・
施
設
の
利
用
状
況
等
の
報
告

 
２

０
年

度
採

択
分

の
利

用
状

況
等

を

確
認
 

 

３
年
後
 

・
施
設
の
利
用
状
況
等
の
報
告

 

・
利

用
状

況
等

が
計

画
を

下
回

る
も

の
に

つ
い

て
現

地
調

査
、

指

導
を
実
施
 

利
用

状
況

等
を

踏
ま

え
、

１
４

件
の

現
地

調
査

、
指

導
を

実
施

及
び

そ
の

他
に
つ
い
て
は
文
書
に
よ
り
指
導
 

 ２
０

年
度

か
ら

２
２

年
度

ま
で

補
助

事
業

と
し
て
、
２
３
年
度
か
ら
機
構
が
直
接
実
施
 

４
年
後
 

・
施
設
の
利
用
状
況
等
の
報
告

 
１

８
年

度
採

択
分

の
利

用
状

況
等

の

確
認
 

 

５
年
後
 

・
施
設
の
利
用
状
況
等
の
報
告

 

・
事
後
評
価
の
実
施
 

→
効
用
が
費
用
を
下
回
っ
た
場
合
は
改
善
策
の
提
出
 

１
７

年
度

採
択

事
業

に
つ

い
て

、
事

後
評
価
を
実
施
 

現
地
で
の
指
導
あ
る
い
は
文
書
指
導
 

  投
資
効
率
が
１
．
０
以
下
：
９
件
 

 ※
新
規
参
入
円
滑
化
等
対
策
事
業
は
、
１
８

年
度
ま
で
は
地
域
肉
用
牛
振
興
対
策
事
業
と
し
て
実
施
。
な
お
、
１
９
年
度
か
ら
２
１
年
度
ま
で
は
肉
用
牛
繁
殖
基
盤
強

化
総
合
対
策
事
業
、
２
２
年
度
は
多
様
な
肉

用
牛
経
営
実
現
支
援
事
業
、
２
３
年
度
以
降
は
肉
用
牛
経
営
安
定
対
策
補
完
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
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